
七瀬川

お
さ
か
な

　い
る
か
な
？

平成27年度予算
８月は「差別をなくす運動月間」です
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歳
出

歳
入自主財源

52.3%

依存財源
47.7%

市税
750億1,575万円

（44.8%）

諸収入
46億2,947万円

（2.8%）

使用料・手数料
36億8,313万円

（2.2%）

繰入金
15億2,712万円

（0.9%）

分担金・負担金
13億6,110万円

（0.8%）
繰越金
10億円

（0.6%）

その他
3億822万円
（0.2%）

国庫支出金
322億1,829万円 

（19.3%）

市債
156億5,960万円

（9.4%）

県支出金
105億632万円

（6.3%）

地方交付税
103億円
（6.1%）

地方消費税交付金
83億円

（5.0%）

その他
27億1,500万円

（1.6%）

義務的経費
58.9%

投資的経費
12.1%

その他経費
29.0%

人件費
295億6,193万円

（17.7%）

扶助費
487億5,075万円

（29.2%）

公債費
201億2,540万円

（12.0%）

普通建設事業費等
203億3,852万円

（12.1%）

物件費
182億312万円

（10.9%）

繰出金
134億6,753万円

（8.1%）

補助費等
103億1,968万円

（6.1%）

貸付金
32億8,372万円

（2.0%）

維持補修費
19億7,065万円（1.2%）

出資金
7億1,933万円（0.4%）

予備費
3億円（0.2%）

積立金
1 億 8,337 万円

（0.1%）

歳出
1,672億
2,400万円

歳入
1,672億
2,400万円

◦
一
般
会
計 

市
の
行
政
運
営
の
基
本

的
な
経
費
を
計
上
し
た
会
計

◦
特
別
会
計 

一
般
の
歳
入
・
歳
出
と

区
分
し
、
特
定
の
事
業
の
た
め
に

特
定
の
歳
入
・
歳
出
を
計
上
し
た

会
計

◦
自
主
財
源 

市
が
自
ら
の
手
で
収
納

で
き
る
財
源

◦
市
税 

市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
も

ら
う
お
金

◦
諸
収
入 

延
滞
金
・
雑
入
な
ど
他
の

科
目
に
属
さ
な
い
収
入

◦
使
用
料・
手
数
料 

施
設
の
利
用
料

や
諸
証
明
の
発
行
手
数
料
な
ど

◦
繰
入
金 

市
の
預
金（
基
金
）か
ら
下

ろ
す
お
金
な
ど

◦
分
担
金・
負
担
金 

事
業
を
行
う
た

め
に
、
受
益
者
か
ら
費
用
の
一
部

を
負
担
し
て
も
ら
う
お
金

◦
繰
越
金 

前
年
度
の
決
算
剰
余
金
か

ら
繰
り
越
さ
れ
た
お
金

◦
依
存
財
源 

国
・
県
の
関
与
を
受
け

る
財
源

◦
国
庫
支
出
金 

国
が
使
い
道
を
指
定

し
て
配
分
す
る
お
金

◦
市
債 

国
や
金
融
機
関
か
ら
借
り
入

れ
る
お
金

◦
県
支
出
金 

県
が
使
い
道
を
指
定
し

て
配
分
す
る
お
金　

◦
地
方
交
付
税 

一
定
の
基
準
に
よ
り

国
が
交
付
す
る
お
金

◦
地
方
消
費
税
交
付
金 

地
方
消
費
税

収
入
を
財
源
と
し
て
県
か
ら
交
付

さ
れ
る
お
金

◦
目
的
別
分
類 

市
が
何
を
目
的
と
し

て
、ど
の
く
ら
い
の
支
出
を
す
る
の

か
と
い
う
視
点
か
ら
分
類
す
る
方
法

◦
性
質
別
分
類 

支
出
内
容
が
義
務
的

な
の
か
、投
資
的
な
の
か
な
ど
、経

済
的
性
質
ご
と
に
分
類
す
る
方
法

◦
義
務
的
経
費 
常
に
支
出
が
義
務
付

け
ら
れ
、
任
意
に
削
減
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
経
費

◦
人
件
費 

職
員
の
給
与
や
退
職
金
な

ど
の
経
費

◦
扶
助
費 

生
活
保
護
費
や
保
育
所
等

給
付
費
な
ど
、社
会
保
障
の
一
環
と

し
て
現
金
な
ど
を
支
給
す
る
経
費

◦
公
債
費 

市
が
借
り
入
れ
た
お
金
の

返
済
に
要
す
る
経
費

◦
投
資
的
経
費 

臨
時
的
に
支
出
し
、

そ
の
効
果
が
長
期
に
わ
た
る
経
費

◦
普
通
建
設
事
業
費 

道
路
・
学
校
・
公

民
館
な
ど
公
共
施
設
の
整
備
に
要

す
る
経
費

◦
物
件
費 

物
品
の
購
入
や
施
設
管
理

な
ど
の
経
費

◦
繰
出
金 

一
般
会
計
か
ら
他
の
会
計

へ
支
出
す
る
経
費

◦
補
助
費
等 

市
内
団
体
な
ど
を
補
助

す
る
経
費

◦
貸
付
金・
出
資
金 

財
団
法
人
な
ど

に
対
し
て
貸
付
や
出
資
を
す
る
経
費

◦
維
持
補
修
費 

公
共
施
設
な
ど
の
補

修
を
行
う
経
費

◦
積
立
金 

計
画
的
な
財
政
運
営
を
行

う
た
め
の
基
金
へ
の
積
立
用
経
費

◦
予
備
費 

予
定
外
の
支
出
や
予
算
を

超
過
し
た
支
出
へ
対
応
す
る
た
め

の
経
費

用
語
解
説

　「平成27年度６月補正予算」が決まりました。今回決
まった補正予算は、いわゆる“肉付け”予算。これに平成
27年３月に決まった“骨格”予算を合わせた一般会計予
算額は1,672億2,400万円です。
　市の予算はいわば、家計のやりくり。予算を読み解く
と、どんなことにどのくらいお金が使われているのか、
どんなまちづくりを進めているのかが分かります。

（数字は概算）

自主財源
52.3%

依存財源
47.7%

市税
750億1,575万円

（44.8%）

諸収入
46億2,947万円

（2.8%）

使用料・手数料
36億8,313万円

（2.2%）

繰入金
15億2,712万円

（0.9%）

分担金・負担金
13億6,110万円

（0.8%）
繰越金
10億円

（0.6%）

その他
3億822万円
（0.2%）

国庫支出金
322億1,829万円 

（19.3%）

市債
156億5,960万円

（9.4%）

県支出金
105億632万円

（6.3%）

地方交付税
103億円
（6.1%）

地方消費税交付金
83億円

（5.0%）

その他
27億1,500万円

（1.6%）

義務的経費
58.9%

投資的経費
12.1%

その他経費
29.0%

人件費
295億6,193万円

（17.7%）

扶助費
487億5,075万円

（29.2%）

公債費
201億2,540万円

（12.0%）

普通建設事業費等
203億3,852万円

（12.1%）

物件費
182億312万円

（10.9%）

繰出金
134億6,753万円

（8.1%）

補助費等
103億1,968万円

（6.1%）

貸付金
32億8,372万円

（2.0%）

維持補修費
19億7,065万円（1.2%）

出資金
7億1,933万円（0.4%）

予備費
3億円（0.2%）

積立金
1 億 8,337 万円

（0.1%）

歳出
1,672億
2,400万円

歳入
1,672億
2,400万円

市債（借入）残高

特集 平成27年度予算

平成27年度６月
補正予算額　124億8,400万円
平成27年度
一般会計予算額 1,672億2,400万円

一般会計 1,672億2,400万円

特別会計 1,030億7,000万円

国民健康保険 612億1,700万円

介護保険 341億6,300万円

後期高齢者医療 48億9,900万円

土地取得 19億2,500万円

その他 8億6,600万円

水道事業会計 175億7,000万円

公共下水道事業会計 224億5,700万円

予算総額 3,103億2,100万円

歳入解説
　主要な財源である「市税」は、３年ごとの評価替え等に伴う固定資産
税の減収により、前年度と比べ約８億9,000万円減の750億1,575万円
を計上しています。
　昨年４月の消費税引き上げによって増収が見込まれる「地方消費税
交付金」を20億円増の83億円としていますが、それらの影響で、「地方
交付税」は11億円減の103億円となります。
　市の借金である「市債」は、約21億円減の156億5,960万円計上。
　また、新規事業や地方創生関連事業のために、市の預金である「財
政調整基金」等を積極的に活用し、前年度より約５億円増となる15億
2,712万円を繰り入れています。

歳出（目的別分類） 教育費　151億2,867万円
学校・公民館など教育施設の整備や運営

商工費　45億9,226万円
商工業者の支援、観光など

災害復旧費　1,000万円
災害によって生じた被害の復旧

民生費　687億6,471万円
高齢者・障がい者・子どもの福祉など

総務費　150億5,487万円
選挙、税金の徴収、戸籍、住民登録など

農林水産業費　23億157万円
農家の支援、用排水路整備など

予備費　3億円
予定外の支出など

公債費　201億2,541万円
施設整備などで借りたお金の返済

衛生費　145億3,064万円
ごみ処理や予防接種など

議会費　10億1,978万円
市議会の運営など

土木費　200億5,294万円
道路・橋りょう、公園、下水道の整備など

消防費　51億4,665万円
消防・救急車両や施設整備など

労働費　1億9,650万円
雇用の促進など

2,000

1,900

1,800

1,700

1,600

（億円）

24 25 26
（見込み）

27
（見込み）

1,860
1,821

1,800

1,911

（年度）

収入
項目 金額 割合

給料（市税） 134,400円 44.8%

パート収入
（諸収入、使用料・手数料など） 19,800円 6.6%

父母からの仕送り（国庫支出金など） 114,900円 38.3%

預金の取り崩し（繰入金） 2,700円 0.9%

ローンの借り入れ（市債） 28,200円 9.4%

合　計 300,000円 100.0%

支出
項目 金額 割合

食費（人件費） 53,100円 17.7%

医療費・養育費（扶助費） 87,600円 29.2%

住宅ローン返済（公債費） 36,000円 12.0%

光熱水費など（物件費） 32,700円 10.9%

預金（積立金） 300円 0.1%

家の修理、車の購入など
（普通建設事業費、維持補修費） 39,900円 13.3%

子どもへの仕送りなど
（繰出金、補助費、貸付金など） 50,400円 16.8%

合　計 300,000円 100.0%

歳出解説
　公共施設の老朽化対策や地域経済の活性化に配慮し、「普通建設事業
費」は約203億円を計上しており、「平成26年度３月補正予算」に前倒し
した約９億円を含めると、約212億円になります。
　生活保護費や保育所等給付費、障がい者介護・訓練等給付費などの

「扶助費」は、年々増加傾向にあり、前年度と比べて約29億円増となって
います。
　また、事業の優先度や費用対効果等を十分に勘案し、地方創生関連事
業として、地域産業競争力強化事業などに約１億8,000万円、子ども子
育て支援事業に約１億3,800万円など、計５億1,871万円を配分して、
地方創生に積極的に取り組むこととしています。

大分市の財政を
月30万円の家計に例えると・・・

（性質別分類）

特集
平成27年度
予算
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「新たな大分市」創造
　

本
市
の
歳
入
は
増
収
が
期
待
で
き
な
い

中
、歳
出
で
は
少
子
高
齢
化
の
進
展
等
に

よ
っ
て
社
会
保
障
関
係
費
が
増
加
し
て
お

り
、財
政
は
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、今
回
の
予
算
編
成
は
、

地
場
中
小
企
業
の
振
興
策
や
、福
祉
、教
育

な
ど
の
分
野
に
つ
い
て
、重
点
的
に
予
算

を
配
分
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
大
分
市
版
総
合
戦
略
」を
本
年

度
中
に
策
定
す
る
と
と
も
に
、本
市
の
最

上
位
計
画
で
あ
る「
大
分
市
総
合
計
画
」を

来
年
度
の
早
い
時
期
に
新
た
に
策
定
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。こ
の
”戦
略”

と
”計
画”

を
道
し
る
べ
と
し
、市
民
が
将
来
に
夢
と
希

望
を
持
て
る
、活
力
と
に
ぎ
わ
い
に
満
ち
た

「
新
た
な
大
分
市
」を
創
造
し
て
い
き
ま
す
。

す
べ
て
の
市
民
に
あ
た
た
か
さ

　
　
　
　
　
あ
ふ
れ
る
大
分
市

子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど

を
含
め
、誰
も
が「
住
ん
で
い
て
よ

か
っ
た
」と
思
え
る
街
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

福
祉
分
野
で
は
、安
心
し
て
子
ど
も
を

育
て
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備
や
、障

が
い
者
の
就
職
・
就
業
支
援
体
制
な
ど
に

つ
い
て
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
に
つ
い
て
は
、
総
合
教
育

会
議
を
設
置
し
て
教
育
に
関
す
る
大
綱

を
策
定
し
、教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図

り
ま
す
。

　

災
害
時
の
備
え
と
し
て
、救
援
物
資
の

備
蓄
な
ど
、防
災
・
減
災
対
策
に
も
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

活
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
、

　
　
　
に
ぎ
わ
い
創
出
の
街

産
業
力
強
化
や
地
域
活
性
化
を
図

り
、
本
市
全
体
の
魅
力
を
高
め
て

い
く
た
め
に
、優
れ
た
地
域
資
源
と
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
活い

か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
の
活
性
化
推
進
と
し
て
、設

備
投
資
や
人
材
育
成
な
ど
の
支
援
を
拡
充

し
、技
術
の
高
度
化
や
競
争
力
の
強
化
を

図
り
な
が
ら
、起
業
・
創
業
も
促
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
に
お
い
て
も
、産
品
の
付

加
価
値
向
上
や
新
た
な
担
い
手
育
成
な
ど

を
促
進
し
、若
者
に
も
魅
力
が
感
じ
ら
れ

る
産
業
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、新
た
な
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
中

心
市
街
地
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

目
指
す
べ
き
将
来
像
を
皆
様
と
共
有
し
、

議
論
を
深
め
、さ
ら
な
る
魅
力
向
上
と
に

ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

市
民
の
た
め
に
汗
を
か
く

　
　
　
　
　
行
政
サ
ー
ビ
ス

職
員
が
、市
長
を
先
頭
に
一
生
懸
命
に

汗
を
か
い
て
仕
事
を
し
、皆
様
に
信

頼
さ
れ
る
市
役
所
を
目
指
し
ま
す
。そ
の

中
で
、民
間
活
力
を
活
用
す
る
な
ど
、行
政

コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
る
こ
と
に
よ
り
行
政

改
革
を
進
め
、公
共
施
設
な
ど
の
最
適
な

配
置
を
実
現
す
る
た
め
の
計
画
を
策
定
し
、

今
後
の
財
政
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、県
や
関
係
団
体
等
と
連
携
、役
割

分
担
す
る
こ
と
が
、行
政
コ
ス
ト
を
抑
制

し
、相
乗
効
果
に
よ
る
地
域
全
体
の
発
展

に
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。こ
の

度
、本
市
は「
※
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
」の

中
心
市
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。今
後
関
係

自
治
体
と
と
も
に
圏
域
全
体
の
発
展
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

未
来
に
夢
と
希
望
と
誇
り
を

持
て
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

東
九
州
新
幹
線
の
整
備
」「
第
二
国
土

軸
構
想
の
実
現
」な
ど
は
、未
来
を

見
据
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、本
市

の
今
後
一
層
の
飛
躍
に
重
要
な
も
の
で

す
。市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、国
、県
、関
係

団
体
等
と
と
も
に
、実
現
に
向
け
て
歩
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

東
京
五
輪
等
を
契
機
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
魅
力
発
信

大
分
で
も
２
０
１
９
年
に
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
、

２
０
２
０
年
に
は
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。本
市
で
も
広

報
活
動
や
事
前
キ
ャ
ン
プ
誘
致
に
取
り
組

み
、こ
れ
を
契
機
と
し
て
さ
ら
な
る
飛
躍

を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

安心して子どもを産み育てることのできる環境づくり  
○不妊治療費助成事業（制度拡大分）...................  1億3,000万円
　治療効果の高い不妊治療に対する助成額を引き上げ。
◎ファミリーパートナー事業........................................  700万円
　子育て支援サービスのガイドや相談を強化。
◎幼稚園ホール室空調機設置事業.............................  2,000万円
○児童育成クラブ室整備事業........... ２億5,510万円（骨格含む）

障がい者の支援体制の強化 
◎障がい者地域生活支援拠点等整備推進モデル事業........ 93万円
　地域生活支援拠点づくりに向けた検討。
◎おおいた農業と福祉の連携推進モデル事業.............  346万円

「農福サポーター」制度の導入・農業の担い手の育成と障がい者の就労支援。

防災対策の強化 
○被災者救援物資等備蓄事業.....................................  3,725万円
　約10万人分の食糧等救援物資を計画的に備蓄。

行政コストの縮減 
◎公金収納業務導入事業...........................................  1,200万円
　事務効率化のため公金収納サービスの外部委託。

公共インフラの点検調査や計画的な改修等 
○大分市公共施設等総合管理計画
　～個別施設計画の策定～　....................................  4,820万円

周辺市町村との連携 
◎連携中枢都市圏構想推進事業................................  1,000万円

県と連携した施設の建設費や維持管理費の抑制 
○県との連携による施設の建設や維持管理..... 12億3,784万円

街路築造工事（庄の原佐野線）、県営都市公園維持管理（大洲・高尾山・
スポーツ公園）など。

第二国土軸構想
◎豊予海峡ルート推進事業............................................. 60万円

愛媛県伊方町との地域間交流促進。
経済・社会的効果などの調査（債務負担行為設定）。

多世代が暮らし、住民の交流の活発なまちへの再生
◎空き家対策事業.......................................................  1,200万円

東京五輪・パラリンピック、ラグビーＷ杯の事前キャンプの誘致と魅力情報発信
◎国際スポーツ誘致推進事業........................................ 813万円

�ラグビーＷ杯2019大分開催の普及・広報活動や東京五輪事前キャンプ誘致。

城址公園憩い・にぎわいの拠点整備
◎大分城址公園整備・活用事業..................................  1,000万円
　大分城址公園の整備についての市民意向調査など。

産業力の強化、中小企業支援、起業しやすいまち
◎「チャレンジ創業！」大分市創業者応援事業.........  2,750万円
　事業所の開設費用から販売促進まで幅広い支援。
◎中小製造業設備投資補助事業...............................  3,060万円
◎中小企業フレッシュマン育成支援事業................  1,500万円
◎漁業新規就業者育成支援事業..................................  541万円
　入居支援や漁船の購入費、整備費など幅広い支援。

まちのにぎわいの創出による魅力の向上
国内外からの招客の推進
◎MICE※誘致促進事業................................................  200万円
◎宝のまち・豊後FUNAI芸術祭................................  1,600万円
　ホルトホール大分など文化施設４館を活かした文化・芸術祭。
◎大友氏都市間連携・交流推進事業............................  125万円
　歴史講座の開催による情報発信。
◎都市計画マスタープラン大分地区地区別構想見直し事業.......  500万円
　新たなまちづくりに活かすための取り組み。
※MICE…Meeting(会議)/Incentive Travel(企業報奨・研修旅行)/　　
　Convention(国際会議)/Event・Exhibition(イベントや展示会、見本市)の略

再生可能エネルギーを活用した事業の創出
◎水素エネルギー活用策調査事業..............................  500万円

平成27年度　予算のポイント（◎は新規事業）

すべての市民にあたたかさあふれる大分市

市民のために汗をかく行政サービス

未来に夢と希望と誇りを持てるプロジェクトの推進

東京五輪等を契機とした魅力発信

活力に満ちあふれた、にぎわい創出の街

大分市長
佐藤　樹一郎

ま
ち
づ
く
り
の
設
計
図
と
も
言
え
る
予
算
が
決
ま
り
、「
新
た
な
大
分
市
」創
造
の
た
め
の
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

市
長
が
今
回
の
予
算
編
成
の
考
え
方
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

予
算
編
成
の
考
え
方
に
つ
い
て

特集 平成27年度予算 特集 平成27年度予算

お問い合わせ　財政課　☎537-5607

「※�

連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
…
近
隣
市
町
村
が
連
携
し
て
地
域

の
課
題
解
決
や
活
性
化
に
取
り
組
む
構
想
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　　―大分市スポーツフェスタ　参加者募集―

お問い合わせ　スポーツ・健康教育課　☎537-5979

スポーツフェスタ各競技別スケジュール

スポーツで体を
動かしませんか

大　会　名 月　日 場　所 内　容 参　加　料
ウオータースポーツ大会

９月20日㈰ ハウス大分川前
カヌーの体験コーナー・ブイまわり競走

無料
セーリング競技大会 ヨット・ウインドサーフィン・パド

ルサーフィンのブイまわり競走

ペア　グラウンド・ゴルフ大会 10月３日㈯
（予備４日㈰） 七瀬川自然公園芝生広場 ２人１組でのグラウンド・ゴルフ 250円／人、500円／ペア

ライフル射撃大会 10月４日㈰ 庄内総合運動公園
屋内射撃場（由布市）

ISSFルールによる試合、ビームラ
イフル・ビームピストル体験

試合は協会員500円／人、ビームラ
イフル・ビームピストル体験は無料

バドミントン大会
10月11日㈰

南大分体育館 親子・年代別のダブルスによる交流大会 1,000円／組
ボウリング大会 OBSボウル 小学生の部、中高生・大人の部 100円／人（貸し靴代別）
弓道体験会

10月12日㈪

大洲運動公園内大分弓道場 ミニ競技会、体験会
無料

市民テニスフェスティバル 市営駄原テニスコート テニス教室、お楽しみゲーム

アーチェリー大会 大洲アーチェリー場 年代別大会、初心者体験コーナー 一般1,500円／人、中・高校生
1,000円／人、体験コーナー無料

ダンススポーツ大会 10月18日㈰ 南大分体育館 講習会と交流会、年齢別競技会

無料
クレー射撃体験会

10月25日㈰

市営陸上競技場
２階会議室 シューティングシミュレーター体験

市営陸上競技場のスポーツ
イベント

市営陸上競技場、
舞鶴テニスコート

気軽に楽しめるスポーツイベント、
市営陸上競技場無料開放イベント

スポーツ吹き矢体験会 市営陸上競技場 スポーツ吹き矢の体験
ゲートボール大会 10月31日㈯ 南大分スポーツパーク パート別大会 500円／チーム

卓球交流大会 11月８日㈰ コンパルホール体育室 男女・クラス別個人戦 一般600円／人、大学生500円／人、
高校生400円／人、小学生300円／人

夢ボール大会
11月15日㈰

下郡小学校体育館 チーム対抗（一般クラスの部、
スーパークラスの部） 1,000円／チーム

ハンドボール大会 王子中学校体育館 ハンドボール教室、試合
無料

綱引大会 南大分体育館 一般の部、高校生の部、綱引教室

太極拳大会
11月22日㈰

コンパルホール文化ホール 一般参加者の表演、講師・研究
生・来賓者の特別表演 2,000円／人

サイクル・エンデューロ大会
（自転車競技）

大分スポーツ公園内
特設コース

サイクル・エンデューロと自転車
教室

サイクル・エンデューロは有料、
自転車教室は無料

※内容は変更することがあります。

各競技の申込方法や詳しい情報は、８月３日㈪から市ホームページまたはスポーツ・健康教育課（第２庁舎４階）でご覧いただ
けます。

　市では、スポーツに親しみながら心身の健康づくりや体力増進の
きっかけづくり、世代を超えた交流を深めるため、大分市スポーツフェ
スタを開催します。
　本格的な試合から、初心者でも気軽に参加できる体験教室や交流大
会など、イベントが盛りだくさん。
　楽しみながら、気持ちよく体を動かしてみませんか。

Nobody’s Perfect  ̶完璧な親なんていない̶

NPお母さんひろば 参加者募集

　参加者が子育てに関して気になるこ
とをグループで話し合いながら、自分
に合った子育てを学びます。

日　時▶�９月３日㈭～10月８日㈭〈毎週
木曜日・全６回〉午前10時～正午

場　所▶�旦の原保育園
	 （高江北二丁目８-１）
対　象▶０歳～５歳児の保護者
定　員▶10人（先着順）　※子どもは別室で託児（無料）
申込み▶�電話で、８月３日㈪～17日㈪に、旦の原保育園（☎

554-3386）へ。

日常生活の相談などは
ひとり親家庭支援プラザ
受付日時▶第２・４月曜日を除く毎日、午前９時～午後５時
場　　所▶ホルトホール大分３階（金池南一丁目）
内　　容▶・日常生活での悩み相談、支援制度の紹介
　　　　　・�就労に向けた資格取得のための無料講座の開

催　など

お問い合わせ　ひとり親家庭支援プラザ　☎576-8882

就労・自立のサポートは 

母子家庭等就業・自立支援センター
受付日時▶�月～金曜日（祝日を除く）、日曜日　午前８時30

分～午後６時〈月・日曜日は午後５時まで〉
場　　所▶�県総合社会福祉会館３階（大津町二丁目）
内　　容▶県内全職種の職業紹介など

　母子・父子家庭、寡婦の人へのさまざまな支援を行ってい
ます。気軽にご利用ください。

郵送：９月１日㈫～28年１月29日㈮
窓口：９月７日㈪～28年１月29日㈮

　消費税引き上げの影響を緩和するために、昨年に引き続
き、所得の低い人を対象に「臨時福祉給付金」が国から支給
されます。
対　　象▶�27年１月１日時点で住民登録が大分市にあり、27

年度分の市民税・県民税が課税されていない人
　　　　※�ただし、市民税・県民税が課税されている人に扶

養されている人や、生活保護の受給者は対象外
給 付 額▶１人につき6,000円
給付方法▶�受付から２カ月程度で、指定された口座に入金。
　　　　　※審査の結果、給付できない場合があります。

臨時福祉給付金の
申請を受け付けます

お問い合わせ　地域子育て支援室　☎576-8245
お問い合わせ　母子家庭等就業・自立支援センター

　☎552-3313

無料 無料

　６月初旬に送付した児童手当の現況届の提出が、
子育て世帯臨時特例給付金の申請を兼ねています。
　まだ提出がお済みでない人は、お早めに申請して
ください。

対 象 者▶�27年６月分の児童手当（特例給付を除く）の受給者
対象児童▶12年４月２日～27年５月31日に生まれた児童
給 付 金▶対象児童１人につき、3,000円
申請期限▶12月１日㈫

お問い合わせ　子育て支援課　☎585-6023

お問い合わせ　大分市臨時福祉給付金コールセンター　☎585-6017

臨時福祉給付金等の給付を装った詐欺にご注意を！
　職員がATM（現金自動預け払い機）の操作を依頼す
ることや、給付のための手数料などの振り込みを求め
ることは絶対にありません。
　不審な電話がかかったら、すぐに最寄りの警察署ま
たは警察相談専用電話（＃9110）に連絡を。

子育て世帯臨時特例給付金の申請はお済みですか

給付の対象と思われる
人には８月末に申請書
類を発送します

�○�申請書類に、必要な添付書類な
どを記載していますので、申請
前に必ずご確認ください。

○�申請書に必要事項を記入し、必
要な書類を添えて、同封の返信用封筒で郵送してください。
なお、申請は市役所第２庁舎または各支所、明野出張所で
も受け付けます（受付時間などは郵送した書類に記載）。

開設期間▶�８月３日㈪～28年１月29日㈮〈土・日曜日、祝日、12月29日
～28年１月3日を除く〉

受付時間▶�午前８時30分～午後５時
◆臨時福祉給付金のお問い合わせなどを受けるコールセンターを開設します

ひとり親家庭をサポート

保育ボランティア募集
上記開催時に、参加者の子どもの託児を行うボランティ
ア（対象：18歳以上〈高校生不可〉）を募集します。

申込み▶�電話で、８月３日㈪～17日㈪に、地域子育て支
援室へ。

受付期間
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あなたでいてほしい

現在でも、いまだに思い込みや偏見による差別で
悲しみ、苦しんでいる人がいます。
それは身近な人かもしれません。
どんな時も、悲しく沈んだ顔より、
にっこり笑った顔でいてほしい。
そのためにわたしたちができることは、
一人ひとりが差別をなくす強い心を持つことです。

期
間
中
の
主
な
行
事

1965年８月に、部落差別の解消が国の責務であり、
国民的課題であると明記した同和対策審議会答申が
出されてから、今年で50年を迎えます。
大分県ではこの答申が出された８月を「差別をなく
す運動月間」と定めており、大分市でもこの期間中
にさまざまな取り組みを行います。
皆さんも各種行事に参加し、人権について考えてみ
ませんか。

●
２
０
１
４
大
分
市
人
権
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
入
選
作
品
展
示

期
間
／
７
月
31
日
㈮
～
８
月
13
日
㈭

場
所
／
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

期
間
／
８
月
14
日
㈮
～
31
日
㈪

場
所
／
ヒ
ュ
ー
レ
お
お
い
た（
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
）

●
人
権
パ
ネ
ル
特
別
展

期
間
／
８
月
１
日
㈯
～
31
日
㈪

場
所
／
ヒ
ュ
ー
レ
お
お
い
た（
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
）

内
容
／「
原
爆
と
人
間
展
」、「
同
和
問
題
啓
発
パ
ネ
ル
展
」

●
無
料
人
権
相
談

日
時
／
８
月
５
日
㈬　
※
毎
月
第
１
水
曜
日

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午
／
午
後
１
時
～
３
時

場
所
／
ヒ
ュ
ー
レ
お
お
い
た（
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
）

●
人
権
を
考
え
る
講
演
会

日
時
／
８
月
26
日
㈬　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
／
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル　
文
化
ホ
ー
ル

講
師
／
中な

か
く
ら倉　

茂し
げ
き樹

氏

演
題
／「
あ
る
で
な
い
で（
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
）!?
人
権
」

●
各
地
区
公
民
館
の
人
権
講
座
な
ど

鶴
崎
公
民
館

日
時
／
８
月
１
日
㈯　
午
前
10
時
～
正
午

内
容
／
暮
ら
し
の
中
の
人
権
講
座「
た
か
し
君
に
出
会
っ
て
」

　
　
　
～
ダ
ウ
ン
症
の
イ
ト
コ
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
～

佐
賀
関
公
民
館

日
時
／
８
月
１
日
㈯　
午
前
10
時
～
正
午

内
容
／
暮
ら
し
の
中
の
人
権
講
座「
笑
顔
で
元
気
」

　
　
　
～
ち
が
っ
て
あ
た
り
ま
え
～ 

稙
田
公
民
館

日
時
／
８
月
１
日
㈯　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

内
容
／
稙
田
地
区
人
権
講
演
会「
か
け
が
え
の
な
い
今
を
生
き
る
」

　
　
　
～
い
の
ち
の
尊
さ
、幸
せ
と
は
～

情
報
学
習
セ
ン
タ
ー

日
時
／
８
月
２
日
㈰　
午
前
の
部：午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
の
部：午
後
２
時
～
４
時
30
分

内
容
／
情
学
市
民
フ
ェ
ス
タ

　
　
　
情
報
モ
ラ
ル
講
座「
ネ
ッ
ト
を
安
心・安
全
に
使
お
う
」ほ
か

南
大
分
公
民
館

日
時
／
８
月
４
日
㈫　
午
前
10
時
～
正
午

内
容
／
子
ど
も
人
権
教
室「
わ
た
し
も
大
切　
あ
な
た
も
大
切
」

野
津
原
公
民
館

日
時
／
８
月
５
日
㈬　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

内
容
／
暮
ら
し
の
中
の
人
権
講
座「
子
ど
も
が
輝
く
ほ
め
言
葉
」

大
分
東
部
公
民
館

日
時
／
８
月
６
日
㈭　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

内
容
／
暮
ら
し
の
中
の
人
権
講
座「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
女
性
へ
の
暴
力
」

　
　
　
～
Ｄ
Ｖ
が
子
ど
も
に
及
ぼ
す
影
響
～

大
在
公
民
館

日
時
／
８
月
７
日
㈮　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

内
容
／
人
権
教
育
講
演
会「
障
が
い
と
人
権
を
考
え
る
」

大
分
南
部
公
民
館

日
時
／
８
月
７
日
㈮　
午
前
10
時
～
正
午

内
容
／
暮
ら
し
の
中
の
人
権
講
座「
子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て
」

大
分
西
部
公
民
館

日
時
／
８
月
９
日
㈰　
午
前
10
時
～
正
午

場
所
／
八
幡
校
区
公
民
館

内
容
／
暮
ら
し
の
中
の
人
権
講
座

　
　
　
「
傷
つ
け
る
言
葉・勇
気
づ
け
る
言
葉
」

旭
町
文
化
セ
ン
タ
ー

日
時
／
８
月
10
日
㈪　
１
回
目：午
前
10
時
～　
２
回
目：午
後
１
時
～

内
容
／
夏
休
み
親
子
ビ
デ
オ
上
映
会「
校
長
先
生
が
泳
い
だ
」ほ
か

明
治
明
野
公
民
館

日
時
／
８
月
12
日
㈬　
午
前
10
時
～
正
午

内
容
／
暮
ら
し
の
中
の
じ
ん
け
ん
講
座「
盲
導
犬
と
と
も
に
」

坂
ノ
市
公
民
館

日
時
／
８
月
21
日
㈮　
午
前
10
時
～
正
午

内
容
／
暮
ら
し
の
中
の
人
権
講
座「
認
め
合
う
世
界
を
め
ざ
し
て
」

　
　
　
～
日
本
と
中
国
の
伝
統
文
化
と
教
育
～

大
南
公
民
館

日
時
／
８
月
21
日
㈮　
午
前
10
時
～
正
午

内
容
／
人
権
講
演
会「
心
の
健
康
」～
仏
心
は
歌
心
～

大
分
中
央
公
民
館

日
時
／
８
月
29
日
㈯　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

内
容
／
暮
ら
し
の
中
の
人
権
講
座「
Ｄ
Ｖ
の
現
状
と
児
童
に
及
ぼ
す
影
響
」

　
　
　
～
女
性
の
人
権
の
視
点
か
ら
～

お問い合わせ　人権・同和対策課　☎537-5618

涙より　笑顔が似合う
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み
ん
なで
築こう差別のない街・おおいた

差別のない街・おおいた

大分市人権イメージキャラクター
キズナーズ



く
だ
さ
い
。

◎�

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
の
更
新

申
請
は
お
早
め
に

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
を
お
持

ち
の
人
は
、
12
月
以
降
の
資
格
を
更

新
す
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。
該
当

者
に
は
更
新
申
請
書
を
お
送
り
し
て

い
ま
す
の
で
、８
月
31
日
㈪
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、更
新
申
請

書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、子
育
て

支
援
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

母
子
家
庭
等
自
立
支
援
給
付
金

　
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
種
類
　
①
自
立
支
援
教
育
訓
練
給

付
金
…
雇
用
保
険
の
教
育
訓
練
給
付

の
受
給
資
格
を
有
し
な
い
ひ
と
り
親

家
庭
の
母
ま
た
は
父
（
過
去
に
給
付

金
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
人
）が
、

就
業
に
結
び
つ
く
資
格
を
取
得
す
る

た
め
に
、
対
象
と
な
る
教
育
訓
練
給

付
講
座
を
受
講
し
修
了
し
た
場
合
、

経
費
の
20
㌫
（
10
万
円
を
限
度
）
を

支
給
し
ま
す
。
　
②
高
等
職
業
訓
練

促
進
給
付
金
…
ひ
と
り
親
家
庭
の
母

ま
た
は
父
が
、介
護
福
祉
士・保
育
士・

看
護
師
な
ど
の
資
格
取
得
を
目
的

に
、
２
年
以
上
養
成
機
関
で
修
業
す

る
場
合
に
、
一
定
の
受
講
期
間
の
生

活
費
を
支
給
し
ま
す
。
※
支
給
額
は

所
得
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
　
●
修

業
期
間
中
の
生
活
費
の
助
成
…
月
額

10
万
円
ま
た
は
７
万
５
、
０
０
０
円
　

●
修
了
支
援
給
付
金
…
５
万
円
ま
た

は
２
万
５
、
０
０
０
円
　
▼
所
得
制

限
　
①
②
と
も
に
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
か
、
ま
た
は
同
様
の

所
得
水
準
に
あ
る
こ
と

※
事
前
の
相
談
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
る
か
、
子
育
て
支
援
課
へ
。

障
害
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
☎
５
８
５・６
０
０
９
）

◎
障
害
者
医
療
証
を
郵
送
し
ま
し
た

　
７
月
末
に
、
障
が
い
者
で
医
療
費

助
成
対
象
と
し
て
受
給
資
格
が
認

定
さ
れ
た
人
に
新
し
い
医
療
証
を

郵
送
し
ま
し
た
。
ま
た
、
受
給
資
格

が
停
止
に
な
る
人
に
は
別
途
お
知

ら
せ
を
郵
送
し
ま
し
た
。
な
お
、
助

成
対
象
者
で
、
ま
だ
医
療
証
を
お
持

ち
で
な
い
人
は
、
交
付
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。　
▼
助
成
対
象
　
心
身

障
が
い
者
…
●
１
級
、２
級
、３
級
の

身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持
者
　
●
Ａ

１
、Ａ
２
、Ｂ
１
、Ｂ
２
の
療
育
手
帳

の
所
持
者
　
精
神
障
が
い
者
…
１

級
の
精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
所
持

者
　
※
受
給
資
格
に
は
、
所
得
に
よ

る
制
限
が
あ
り
ま
す
。　
▼
申
請
に

必
要
な
も
の
　
健
康
保
険
証
、
身
体

障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
保

健
福
祉
手
帳
、印
鑑
、預・貯
金
通
帳

（
本
人
ま
た
は
加
入
保
険
の
被
保
険

者
名
義
）

◎�

特
別
児
童
扶
養
手
当
の

　
所
得
状
況
届
は
お
早
め
に

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い

る
人
は
、
所
得
状
況
届
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
８
月
11
日
㈫
か
ら
受
け

付
け
を
行
い
ま
す
。
届
け
出
が
な
い

場
合
は
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
、

届
け
出
の
な
い
ま
ま
２
年
を
経
過
す

る
と
、
時
効
に
よ
り
受
給
権
を
失
い

ま
す
。
該
当
者
に
は
案
内
通
知
書
を

郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、８
月
４
日
㈫

ま
で
に
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、障
害

福
祉
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

65
歳
に
な
っ
た
月
か
ら
介
護
保
険
料

の
納
付
方
法
な
ど
が
変
わ
り
ま
す

　
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
間
、
国
民

健
康
保
険
や
職
場
の
医
療
保
険
と
一

緒
に
納
付
し
て
い
た
介
護
保
険
料

は
、
65
歳
に
な
っ
た
月
か
ら
納
付
方

法
な
ど
が
変
わ
り
ま
す
。

　
65
歳
に
な
っ
た
人
の
介
護
保
険
料

は
、
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納

付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

次
年
度
以
降
は
原
則
と
し
て
年
金
天

引
き
と
な
り
ま
す
。
介
護
保
険
は

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
仕

組
み
で
す
。
納
期
限
ま
で
に
介
護
保

険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
　
長
寿
福
祉
課
（
本
庁
舎

１
階
　
☎
５
３
７
・
５
７
４
１
）

大
分
駅
南
土
地
区
画
整
理
事
業
の

事
業
計
画
変
更
案
を
お
見
せ
し
ま
す

▼
縦
覧
期
間
　
８
月
４
日
㈫
〜
18
日

㈫
　
▼
意
見
書
の
提
出
方
法
　
案
に

つ
い
て
利
害
関
係
の
あ
る
人
は
、
９
月

１
日
㈫
ま
で
に
、県
知
事
あ
て
に
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
縦
覧
場
所・
問
合
せ
　
駅
周
辺
総

合
整
備
課
（
本
庁
舎
７
階
　
☎
５
８

５・６
０
０
６
）

中
心
市
街
地
の
出
店・イ
ベ
ン
ト
の

開
催
を
支
援
し
ま
す

　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
事
業
を
実
施
す
る

個
人・団
体
を
補
助
し
ま
す
。

①まちなか出店支援事業
補助率 50%

補助限度額
個人・法人 100万円

商店街団体 150万円

※�備品などを除いた改装費・広告費が対象
②イベント開催事業
補助率 50%

補助限度額 100万円

※
申
請
は
偶
数
月
に
受
け
付
け
ま
す

（
実
施
前
の
申
請
が
必
要
で
す
）。
補

助
要
件
や
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、商
工
労
政
課（
本
庁
舎
９
階
　
☎

５
３
７・５
９
５
９
）へ
。

本
庁
舎
正
面
玄
関
前
駐
車
場
を

一
時
移
設
し
ま
す

　
本
庁
舎
耐
震
工
事
の
た
め
、
８
月

17
日
㈪
〜
11
月
中
旬（
予
定
）ま
で
使

用
で
き
ま
せ
ん
。
工
事
期
間
中
は
臨

時
駐
車
場
と
し
て
本
庁
舎
北
側
の
中

庭
を
開
放
し
ま
す
。
※
利
用
は
障
が

い
の
あ
る
人
な
ど
に
限
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
管
財
課（
☎
５
３
７・５

９
８
０
）

サ
イ
レ
ン
に
合
わ
せ
て
慰
霊
と
平
和

祈
念
の
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す

◎�

原
爆
死
没
者
の
め
い
福
と
世
界
恒
久

平
和
の
実
現
を
祈
念
す
る
黙
と
う

▼
日
時
　
８
月
６
日
㈭
　
午
前
８
時

15
分
、８
月
９
日
㈰
　
午
前
11
時
２
分

◎
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を

　
祈
念
す
る
黙
と
う

▼
日
時
　
８
月
15
日
㈯
　
正
午

▼
問
合
せ
　
総
務
課（
☎
５
３
７・５

６
０
２
）

子
育
て
支
援
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
☎
５
３
７・５
７
９
３
）

◎�

児
童
扶
養
手
当
（
ひ
と
り
親
家
庭

等
の
手
当
）の
現
況
届
は
お
早
め
に

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

人
は
、
毎
年
８
月
に
現
況
届
の
提
出

が
必
要
で
す
。
該
当
者
に
は
案
内
通

知
書
を
７
月
中
旬
に
発
送
し
ま
し

た
の
で
、
記
載
さ
れ
た
会
場
で
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
記
載
さ
れ
た

日
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
子

育
て
支
援
課
（
本
庁
舎
１
階
）
で
８

月
３
日
㈪
か
ら
受
け
付
け
し
ま
す
。

な
お
、
届
け
出
が
な
い
場
合
は
手
当

の
支
給
が
停
止
さ
れ
、
届
け
出
の
な

い
ま
ま
２
年
を
経
過
す
る
と
、
時
効

に
よ
り
受
給
権
を
失
い
ま
す
。　
※

案
内
通
知
書
が
届
い
て
い
な
い
場

合
は
、
子
育
て
支
援
課
へ
連
絡
し
て

暮
ら
し
の
情
報
市
場

大分市の生活情報や防災情報、観光情報などを英語、中国語、韓国語で掲載しています。（The City of Oita provides
useful information of daily living, disaster prevention, tourism and more about Oita City in English, Chinese,
and Korean on a website.） 大分市国際交流Webアドレス http://oita-kokusai.jp/ 問国際化推進室（☎537-5719）
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※採用予定者数は変更になることがあります。

試験職種 採　　用
予定者数 受験資格・条件など（次のすべての条件を満たす人）

事務職
(身体障がい者)

Ⅲ種
１人

①昭和60年４月２日から平成10年４月１日までに生まれた人　②身体障害者福祉法第15条に定め
る身体障害者手帳の交付を受けている人　③自力による通勤ができ、かつ、介助者なしに事務職と
して年間を通じて職務に従事できる健康な人　④大分県内に居住している人（通学などのため一時
的に県外に居住している人を含む）
※�点字による受験ができます。

事務職
(心理)
Ⅰ種

２人 ①昭和55年４月２日以降に生まれた人　②（財）日本臨床心理士資格認定協会による臨床心理士の
資格を有する人または平成28年３月までに資格取得見込みの人

土　木
（経験者）
Ⅰ種

3人
①昭和50年４月２日から昭和61年４月１日までに生まれた人　②一級土木施工管理技士の免許を
有する人　③建設会社（建設業法における建設業の許可を受けている会社）に土木技術職として５
年以上の勤務経験年数を有する人（勤務経験年数は平成28年３月末で満５年を満たす人）

建　築
（経験者）
Ⅰ種

２人

①昭和50年４月２日から昭和61年４月１日までに生まれた人　②一級建築士の免許を有する人　
③建設会社（建設業法における建設業の許可を受けている会社）あるいは建築設計事務所（建築士
法における建築士事務所登録をしている事務所）に建築技術職として５年以上の勤務経験年数を有
する人（勤務経験年数は平成28年３月末で満５年を満たす人）

獣医師
（経験者）
Ⅰ種

1人 ①昭和50年４月２日以降に生まれた人　②獣医師の免許を有する人で、獣医師として３年以上の勤
務経験年数を有する人（勤務経験年数は平成28年３月末で満３年を満たす人）

消防士
（スポーツ）
Ⅰ種

1人

①昭和63年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた日本国籍を有する人　②平成24年４月以
降、国民体育大会の種目および駅伝で、国民体育大会、全日本選手権大会など全国レベルの大会にお
いて、団体種目は３位以上、個人種目は６位以上の成績を収めた人または九州ブロックと同程度のレ
ベルの大会において、団体種目は準優勝以上、個人種目は３位以上の成績を収めた人　③現在も上記
②の種目について、競技スポーツ選手として活躍している人または活躍できると認められる人で、採
用後においても、当分の間、競技スポーツ選手として活躍することができる人　④視力（矯正視力を
含む）が、両眼で1.0以上、かつ一眼でそれぞれ0.5以上、聴力・色覚が正常で、四肢いずれも正常な人

８月22日㈯��※採用説明会…９月５日㈯
市役所本庁舎８階　大会議室ほか� � �
人事課、各支所、明野出張所に備え付けの申込書（８
月１日㈯から市ホームページでダウンロードも可）
に必要事項を記入のうえ（写真を貼付）、住所、氏名
を書いた郵便はがきを同封し、直接または郵送で、
人事課（本庁舎４階　〒870-8504　荷揚町２番31
号）へ。
※はがきは、受付後に受験票として返信します。
詳しい試験案内を人事課、各支所、明野出張所で８月３日㈪から配布します。
また、市ホームページ（http://www.city.oita.oita.jp/）でも８月１日㈯からご覧いただけます。

試 験 日

そ の 他

試験会場

受付期間	 ８月３日㈪～10日㈪
　　　　　〈郵送の場合は８月10日㈪消印有効〉

申込方法

※�10月から28年３月末までの間、成績上位の人から順次採用しま
す。採用期間は１年以内です。
　採用予定者数および賃金日額などは、変更になることがあります。

人事課、消防局総務課、市役所１階案内所、各支所、明野出張所、市東京事務所、県福岡事務所で８月３日㈪から配布します。

郵送での 
　  請求方法

返信用封筒（角型２号の封筒〈Ａ４サイズの書類が入る封筒〉に140円切手を貼付し、送り先を明記し
たもの）を同封し、送付用封筒の表に「試験案内請求」と朱書きのうえ、８月６日㈭〈必着〉までに人
事課（〒870-8504　荷揚町２番31号）あてに請求してください。

８月１日㈯から、市ホームページ（http://www.city.oita.oita.jp/）でも試験案内をご覧いただけます。
ホームページからプリントアウトした申込書も利用できます。インターネット

試
験
案
内

８月３日㈪～13日㈭〈郵送の場合は８月13日㈭消印有効〉受付期間

人事課
本庁舎4階　〒870-8504　荷揚町２番31号

受付
場所

1次試験日・試験会場
獣医師　　　８月29日㈯　市役所本庁舎４階　401会議室
獣医師以外　９月 ６ 日㈰　市役所本庁舎８階　大会議室ほか

募集職種 事務職

業務内容 正規職員の事務補助（窓口受付業
務・パソコン操作など）

応募資格・条件など パソコンの操作ができる人
賃金日額 6,860 円
試験内容 筆記試験、面接試験
採用予定者数 100 人程度　　

お問い合わせ　人事課　☎537-5604

臨時職員の採用試験を行います

市 職 員 を 募 集 し ま す
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市役所   本庁舎   第2庁舎  〒870-8504　荷揚町2番31号

９
月
１
日
㈫
～
28
年
３
月
31
日
㈭

（
要
請
の
あ
る
と
き
の
み
）　
▼
報
酬　

６
、
０
０
０
円
／
回　
※
申
込
方
法

な
ど
詳
し
く
は
、農
林
水
産
課（
☎
５

３
７・５
７
７
０
）に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

市
営
住
宅
の
入
居
者

①
市
営
住
宅（
住
宅
課
受
付
分
）

地区

住　
宅　
名

募集
戸数

備
考

佐賀関
佐
賀
関
H25

佐
賀
関
H25

５10
単
身
可

②�

市
営
住
宅
（
第
２
大
分
市
営
住
宅

管
理
セ
ン
タ
ー〈
本
庁
舎
地
下
１
階

☎
５
３
６・２
５
５
５
〉受
付
分
）

地区

住　
宅　
名

募集
戸数

備
考

大　分
上
田
町
53

上
田
町
53

下
郡
62

羽
田
H4

田
ノ
浦
H5

中
の
瀬
H8・H13

中
の
瀬
H8・H10・H13

１１１２１３４
単
身
可

老
人
同
居
世
帯
向

単
身
可

鶴崎・大在・坂ノ市・佐賀関
関
園
62
住
改

下
徳
丸
43

下
徳
丸
H7

寺
畑
55

寺
司
H3

東
浦
H5

浜
H4

村
田
H5

坂
ノ
市
H2

秋
ノ
江
第
２

馬
場

幸
崎
駅
前

１１１２１１１１２１１２
単
身
可

単
身
可

稙田・大南
国
分
H5

大
園
54

花
香
60

１３１
単
身
可

大
分
都
市
圏
総
合
都
市
交
通
計
画

（
案
）に
つ
い
て
の
意
見

　
県
と
市
で
は
、社
会
情
勢
の
変
化
を

踏
ま
え
、総
合
的
な
交
通
体
系
を
目
指

し
た
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
意
見

を
募
集
し
ま
す
。　
▼
閲
覧
場
所　
都

市
計
画
課
、各
支
所
、明
野
出
張
所
、県

都
市
計
画
課（
県
庁
新
館
６
階
）な
ど　

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。▼
そ
の
他　
個
々
の
意
見
に

対
す
る
直
接
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

▼
応
募
方
法・
問
合
せ　
直
接
ま
た

は
郵
送
、フ
ァ
ク
ス
で
、住
所
、氏
名

ま
た
は
会
社
名
（
団
体
名
）
を
記
入

し
、８
月
７
日
㈮
～
９
月
６
日
㈰（
必

着
）
に
都
市
計
画
課
（
本
庁
舎
７
階　

☎
５
３
７・５
９
６
７　

５
３
６・

７
７
１
９
）へ
。

大
分
市
工
業
展
出
展
企
業

▼
期
間　

10
月
２
日
㈮
〜
12
日
㈪

▼
場
所　
大
分
城
址
公
園　
テ
ン
ト

内　
▼
対
象　
自
社
で
開
発
し
た
工

業
製
品
や
技
術
な
ど
を
広
く
市
民
に

紹
介
し
よ
う
と
す
る
企
業

▼
申
込
み・
問
合
せ　
商
工
労
政
課

に
備
え
付
け
の
用
紙（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
８
月
３
日
㈪
〜
17
日

㈪
に
直
接
、
同
課（
本
庁
舎
９
階　
☎

５
３
７・５
６
２
５
）ヘ（
先
着
順
）。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

▼
日
時　
９
月
６
日
㈰　
午
前
10
時

③�

市
営
住
宅
（
市
営
住
宅
管
理
セ
ン

タ
ー〈
城
崎
町
一
丁
目
２‒

３　

☎
５
３
３・１
６
７
４
〉受
付
分
）

地区

住　
宅　
名

募集
戸数

備
考

大　分
大
空
57

裏
川
54

東
浜
60・61

東
明
野
H2

畑
中
H1

岩
田
H5

１２２３１１

鶴崎・大在
小
池
原
49・50

明
治
北
57・59・61

北
55

５４１
単
身
可

稙　田
敷
戸
48・49

寒
田
51・52

小
原
55・56・58・62

６２４
単
身
可

単
身
可

▼
募
集
期
間　
８
月
３
日
㈪
〜
７
日

㈮　
▼
入
居
者
の
決
定
方
法　
公
開

抽
せ
ん　
（
①
８
月
20
日
㈭　

午
前

９
時
30
分　
本
庁
舎
９
階　
第
２
入

札
室　
②
８
月
21
日
㈮　
午
前
９
時

30
分　
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
研
修
室　
③

８
月
20
日
㈭　
午
後
１
時
30
分　
ア

ー
ト
プ
ラ
ザ
研
修
室
）　

※
募
集
案

内
を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　
住
宅
課（
☎
５
３
７・５

９
７
７
）

渡
辺
お
さ
む
×
菅
章

ト
ー
ク
＆
ス
イ
ー
ツ
パ
ー
テ
ィ
参
加
者

▼
日
時　
８
月
30
日
㈰　

午
後
１
時

30
分
～
３
時　
▼
場
所　
コ
ン
パ
ル
ホ

ー
ル
３
階　

多
目
的
ホ
ー
ル　
▼
内

容　
渡
辺
お
さ
む
氏（
フ
ェ
イ
ク・ク
リ

ー
ム・ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）
と
菅
章
（
市
美

術
館
長
）
と
の
対
談
を
お
菓
子
を
食
べ

な
が
ら
聴
講　
▼
定
員　
50
人（
多
数

〜
午
後
１
時（
雨
天
中
止
）　
▼
対
象　

市
内・
由
布
市
居
住
の
個
人
ま
た
は

グ
ル
ー
プ
（
販
売
業
者・専
門
業
者
、

高
校
生
以
下
の
み
の
参
加
は
不
可
）　

▼
出
店
商
品　
日
用
雑
貨
、衣
類
、お

も
ち
ゃ
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
な
ど
で
使

用
可
能
な
物（
食
品
、動
植
物
、危
険

物
な
ど
は
不
可
）　

▼
募
集
店
数
と

ス
ペ
ー
ス　
50
店
（
多
数
時
は
抽
せ

ん
）、３
㍍
×
３
㍍
程
度

▼
申
込
み・場
所・問
合
せ　
往
復
は

が
き
に
、代
表
者
の
住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
、グ
ル
ー
プ
人
数
、出

店
内
容（
商
品
の
種
類
と
数
）を
記
入

し
、
８
月
21
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
大

分
エ
コ
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ
（
〒
８
７
０

‒

１
２
０
５　

大
字
福
宗
６
１
８　

☎
５
８
８・１
４
１
０
）へ
。

子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・

セ
ン
タ
ー
会
員

　
育
児
の
援
助
を
行
い
た
い
人
（
援

助
会
員
）
と
受
け
た
い
人
（
依
頼
会

員
）
が
、
一
時
的
に
有
料
で
援
助
し

合
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。　

▼
申
込
み　

同
セ
ン
タ
ー
に
事
前
に
連
絡
し
、
印

鑑
と
申
請
者
の
顔
写
真
（
縦
２・
７

㌢
×
横
２・
４
㌢
）
を
２
枚
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
簡
単
な
面
接
を
行
い

ま
す
。
※
援
助
会
員
は
申
込
み
後
、

11
時
間
（
２
日
間
）
程
度
の
講
習
会

（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。
次
回

の
講
習
会
は
９
月
７
日
㈪　

午
前

９
時
20
分
～
午
後
４
時　

本
庁
舎

４
階　

４
０
１
会
議
室
、
９
日
㈬　

時
は
抽
せ
ん
）　
▼
参
加
料　
１
、
０

０
０
円（
お
菓
子
代
含
む
）　
▼
そ
の
他　

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▼
申
込
み・
問
合
せ　
往
復
は
が
き

（
１
人
１
枚
）に
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、

住
所
、年
齢（
学
年
）、電
話
番
号
、イ

ベ
ン
ト
名
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は

直
接
、
８
月
20
日
㈭
午
後
６
時
（
必

着
）ま
で
に
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ（
〒
８
７

０‒

０
０
４
６　

荷
揚
町
３‒

31　

☎
５
３
８・５
０
０
０
）へ
。

特
別
支
援
教
育
講
演
会

▼
日
時　
８
月
18
日
㈫　
午
後
１
時

～
４
時
30
分　
▼
場
所　
コ
ン
パ
ル

ホ
ー
ル
１
階　
文
化
ホ
ー
ル　
▼
演

題　
「
Ｌ
Ｄ（
学
習
障
が
い
）の
挑
戦

！
～
個
性
を
伸
ば
し
て
生
き
る
～
」　

▼
講
師　
大
橋　
広
宣
氏
（
フ
リ
ー

ラ
イ
タ
ー・映
画
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
）　

▼
定
員　
５
０
０
人（
当
日
先
着
順
）

▼
問
合
せ　
教
育
セ
ン
タ
ー（
☎
５

午
前
９
時
～
午
後
４
時　

市
消
防

局
４
階　
講
堂
、
本
庁
舎
４
階　
４

０
１
会
議
室　

※
講
習
会
受
講
中

の
託
児（
無
料
）あ
り
。
申
込
み
は
８

月
26
日
㈬
ま
で
。

▼
問
合
せ　
子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ

ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー（
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル

大
分
２
階　
☎
５
７
６・８
２
４
６
）

高
齢
者
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・

セ
ン
タ
ー
会
員

　

家
事・
外
出
の
付
き
添
い
な
ど
の

援
助
を
受
け
た
い
人（
依
頼
会
員・65

歳
以
上
ま
た
は
そ
の
三
親
等
内
の
家

族
）が
、
料
金（
６
０
０
円
～
７
０
０

円
／
時
）
を
、
援
助
を
行
い
た
い
人

（
援
助
会
員・20
歳
以
上
）
に
支
払
っ

て
、
会
員
同
士
で
援
助
し
合
う
シ
ス

テ
ム
で
す
。　

▼
申
込
み　
同
セ
ン

タ
ー
に
事
前
に
連
絡
し
、
印
鑑
と
申

請
者
の
顔
写
真
（
縦
２・
７
㌢
×
横

２・４
㌢
）を
２
枚
持
参
し
て
く
だ
さ

い
（
申
請
者
が
家
族
の
場
合
は
家
族

の
顔
写
真
２
枚
と
援
助
を
受
け
た
い

高
齢
者
の
顔
写
真
を
１
枚
）。簡
単
な

面
接
を
行
い
ま
す
。
※
援
助
会
員
は

申
込
み
後
、
８
時
間（
２
日
間
）程
度

の
講
習
会
の
受
講
が
必
要
で
す
。
次

回
の
講
習
会（
無
料
）は
９
月
８
日
㈫　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
、
９
日

㈬　
午
前
９
時
～
正
午　
※
申
込
み

は
８
月
26
日
㈬
ま
で
。

▼
問
合
せ　
高
齢
者
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ

ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー（
荷
揚
町
３‒

41　

☎
５
３
８・３
１
８
０
）

３
３・７
７
４
４
）

能
楽
堂A

ア
ル
ス

rs S

ス
コ
ラ

chola V
ol.10

小
野
リ
サ 

コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時　
11
月
23
日
㈪　
午
後
６
時

30
分
〜（
開
場
は
午
後
５
時
30
分
）　

▼
料
金　
４
、０
０
０
円
～（
当
日
券

は
４
、５
０
０
円
～
）　
※
前
売
り
券

を
８
月
９
日
㈰
〜
11
月
22
日
㈰
に
平

和
市
民
公
園
能
楽
堂
、
ト
キ
ハ
会
館

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
な
ど
で
販
売

▼
場
所・
問
合
せ　
平
和
市
民
公
園

能
楽
堂（
☎
５
５
１・５
５
１
１
）

子
ど
も
囲
碁
教
室
体
験
会

▼
日
時　

８
月
８
日・
22
日・
29
日

（
土
曜
日
）　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分　

▼
対
象　
市
内
の
小
学
生　
▼
定
員　

各
20
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

▼
申
込
み・場
所・問
合
せ　
電
話
で
、

参
加
希
望
日
の
前
日
ま
で
に
旭
町
児

童
館（
☎
５
４
６・２
３
１
６
）へ
。

県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

▼
応
募
規
格　
①
仕
上
げ
寸
法
72
・

８
㌢
×
51
・
５
㌢
（
Ｂ
２
判
）　

②

紙
質
、
色
彩
は
自
由　
③
裏
面
の
板

張
り
（
パ
ネ
ル
仕
上
げ
）、
表
面
の

セ
ロ
ハ
ン
カ
バ
ー
な
ど
は
不
可　
④

２
枚
以
上
の
シ
リ
ー
ズ
は
不
可　
⑤

合
作
は
１
作
品
に
つ
き
５
人
以
内　

▼
対
象　
小
学
生
以
上

▼
申
込
み
・
問
合
せ　
作
品
を
、
小

学
生
〜
大
学
生
（
専
門
学
校
生
を
含

む
）
は
各
学
校
へ
提
出
し
、
一
般
の
人

は
直
接
ま
た
は
郵
送
で
、
８
月
28
日

㈮
（
必
着
）
ま
で
に
総
務
課
（
本
庁

舎
３
階　
☎
５
３
７・５
７
９
５
）
へ
。

福
宗
環
境
セ
ン
タ
ー
親
子
見
学
会

▼
日
時　
８
月
22
日
㈯　
午
後
２
時

〜
４
時　
▼
対
象　
小
学
生
と
そ
の

保
護
者　
▼
定
員　
30
人
程
度
（
多

数
時
は
抽
せ
ん
）

▼
申
込
み・問
合
せ　
は
が
き
に
、参

加
者
全
員
の
住
所
、氏
名
、年
齢
、電

話
番
号
を
記
入
し
、８
月
10
日
㈪（
必

着
）ま
で
に
清
掃
施
設
課（
本
庁
舎
４

階　
☎
５
３
７・５
６
５
９
）へ
。

介
護
認
定
訪
問
調
査
嘱
託
職
員

▼
任
用
期
間　
10
月
１
日
㈭
〜
28
年
３

月
31
日
㈭（
更
新
可
）　
▼
内
容　
要
介

護
認
定
調
査
の
訪
問
な
ど　
▼
対
象　

市
内
に
居
住
し
、①
正
看
護
師
、助
産

師
、保
健
師
、介
護
支
援
専
門
員
の
い

ず
れ
か
の
有
資
格
者
で
、
②
普
通
自

動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
人　
▼
定

員　
若
干
名　
▼
報
酬　
月
額
20
万

４
、
０
０
０
円　
▼
選
考
方
法　
書

類
審
査
、面
接

▼
申
込
み・
問
合
せ　
市
販
の
履
歴

書（
写
真
貼
付
）に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
①
②
の
免
許
証
の
写
し
を
添
え

て
、直
接
ま
た
は
郵
送
で
、８
月
14
日

㈮（
必
着
）ま
で
に
長
寿
福
祉
課（
第

２
庁
舎
２
階　

☎
５
３
７・
５
７
４

３
）へ
。

歴
史
資
料
館
か
ら
の
資
料
募
集

（
☎
５
４
９・０
８
８
０
）

◎
戦
争
関
係
資
料

　
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
戦
争
に
ま

つ
わ
る
資
料
の
収
集
を
行
い
ま
す
。　

▼
内
容　
戦
争
や
戦
時
下
の
状
況
を

伝
え
た
写
真
や
新
聞・
チ
ラ
シ
、
時

代
を
証
言
す
る
手
記
や
資
料
、
遺
品

な
ど

◎「
自
分
史・家
族
史
コ
ー
ナ
ー
」

　
展
示
品

▼
内
容　
手
記
や
日
記
、
写
真・ア
ル

バ
ム
、家
宝・家
伝
品
な
ど
、自
分
史
や

家
族
史
を
物
語
る
資
料
で
、
大
分
市

の
歴
史
に
も
関
わ
り
が
あ
る
も
の

☆
申
込
み　
電
話
で
、８
月
１
日
㈯

〜
30
日
㈰
に
歴
史
資
料
館
へ
。

お
お
い
た
農
福
サ
ポ
ー
タ
ー

　
農
業
を
行
っ
て
い
る
就
労
支
援
事

業
所
な
ど
に
対
し
、農
業
の
指
導
、助

言
、
作
業
補
助
を
行
う
サ
ポ
ー
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。　

▼
指
導
期
間　

市
民
健
診
な
ど
の
会
場
変
更

　
市
報
７
月
15
日
号
15
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
し
た
①
市
民
健
診
な
ど
の
８

月
５
日
㈬
午
前
９
時
30
分
～
11
時
の

会
場
が
、
ア
イ
リ
ス
清
心
園
か
ら
明

野
高
尾
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
に
変

更
に
な
り
ま
し
た
。

▼
問
合
せ　
保
健
所
健
康
課
（
☎
５

３
６・２
５
６
２
）

市
総
合
計
画
（
計
画
期
間
28
年
度

～
36
年
度
）検
討
委
員

▼
任
期　

８
月
下
旬
～
28
年
６
月

（
予
定
）　
▼
対
象　
市
内
に
居
住
す

る
18
歳
以
上
で
平
日
に
開
催
さ
れ
る

会
議（
月
１
～
２
回
程
度
）に
出
席
で

き
、
地
方
公
共
団
体
の
議
員
お
よ
び

職
員
で
な
い
人　
▼
定
員　
７
人
以

内　
▼
選
考
方
法　
小
論
文

▼
申
込
み・問
合
せ　
企
画
課
ま
た
は

各
支
所
、明
野
出
張
所
に
備
え
付
け
の

申
込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、「
こ
れ
か
ら
の
大
分
市
の
ま
ち
づ

く
り
と
総
合
計
画
に
関
す
る
意
見
、提

案
な
ど
」
を
８
０
０
字
程
度
に
ま
と

め
、直
接
ま
た
は
郵
送
、フ
ァ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
で
、
８
月
14
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
同
課
（
本
庁
舎
５
階　
☎
５
３
７・

５
６
０
３　

５
３
４・
６
１
８
２　

kikaku@
city.oita.oita.jp

）へ
。

お盆期間中は道路工事を中止します　8月12日㈬午後10時～17日㈪午前9時までの間、国道、県道、市道の工事
を中止します（緊急工事は除く）。　問●国管理国道…国土交通省大分河川国道事務所（☎544-4167）　●県管理国道・県道…県
土木事務所（☎558-2141）　●市道…土木管理課（☎537-5992）

８月は「食品衛生月間」です
夏場は食中毒が発生しやすい時期です。特に子どもや高齢者、抵抗力が弱っている人は、生肉や加熱が不十分な食肉など
を食べないようにしましょう。� 問保健所衛生課（☎536-2704）

「バサジィ大分」の
ホームゲームに市民無料招待！
対  ペスカドーラ町田
９月19日㈯　午後１時～

場　　所：県立総合体育館
招待者数：100組200人（ペアチケット）

※多数時は抽せん
申 込 み：�往復はがきに（１人１枚）、申込

者２人の住所、氏名、電話番
号を記入し、8月21日㈮〈消印
有効〉までに、㈱大分スポー
ツプロジェクト「大分市招待
事業」係（〒870-0846　花園
11-7　喜和屋ビル1階）へ。

問 文化国際課（☎537-5663）

©2015 Oita Sports Project Inc. All rights 
reserved
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た
い
と
考
え
て
い
る
18
歳
以
上
の
人　

▼
定
員　
20
人
（
先
着
順
）　
▼
申
込

み・場
所・問
合
せ　
は
が
き
ま
た
は

電
話
、フ
ァ
ク
ス
で
、住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
、
８
月
３
日
㈪
〜
14
日
㈮
（
消

印
有
効
）に
日
本
赤
十
字
社
県
支
部
事

業
推
進
課
（
〒
８
７
０‒

０
０
３
３　

千
代
町
二
丁
目
３‒

31　
☎
５
３
４・

２
２
３
７　

５
３
３・６
７
９
５
）へ
。

秋
季
市
民
テ
ニ
ス
講
習
会

▼
日
時　
９
月
２
日
〜
毎
週
水
曜
日

（
全
８
回
）　

午
前
９
時
15
分
〜
10
時

45
分　
▼
場
所　
市
営
駄
ノ
原
テ
ニ
ス

コ
ー
ト　
▼
定
員　
30
人
程
度
（
多
数

時
は
抽
せ
ん
）　
▼
受
講
料　
５
、０
０

０
円
（
保
険
代
を
含
む
）　
▼
申
込
み・

問
合
せ　
往
復
は
が
き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
に
、住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、

テ
ニ
ス
経
験
年
数
を
記
入
し
、
８
月
21

日
㈮（
消
印
有
効
）ま
で
に
市
テ
ニ
ス
連

盟
　
羽
田
尚
史
（
〒
８
７
０‒

１
１
０

８　
判
田
台
東
二
丁
目
７‒

４　
☎
５

９
７・７
６
９
１　

oitactf@
m

ist.
ocn.ne.jp

）へ
。

人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）　
▼
参
加
料　

１
人
１
、０
０
０
円（
材
料
費
）

▼
申
込
み・
場
所・
問
合
せ　

往
復

は
が
き（
１
組
１
枚
）に
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号（
団
体・グ
ル
ー
プ
は

代
表
者
の
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、

団
体・グ
ル
ー
プ
名
、
参
加
人
数
）を

記
入
し
、
８
月
12
日
㈬（
必
着
）ま
で

に
公
設
地
方
卸
売
市
場
管
理
事
務

所
（
〒
８
７
０‒

０
０
１
８　
豊
海

三
丁
目
２‒

１　

☎
５
３
３・
３
１

１
３
）へ
。

「
パ
パ
も
子
育
て
応
援
日
」

ハ
ッ
ピ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
応
援
教
室

①
プ
レ
マ
マ・プ
レ
パ
パ
ス
ク
ー
ル

▼
日
時　

８
月
８
日
㈯・
22
日
㈯　

午
後
１
時
～
４
時　
▼
内
容　
新
生

児
の
育
児
講
座
、妊
婦
体
験
、沐も

く
よ
く浴

実

習
な
ど　
▼
対
象　
初
妊
婦
と
そ
の

夫　

▼
定
員　
各
12
組
（
先
着
順
）　

▼
持
参
品　
母
子
健
康
手
帳

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ーfor kids

▼
日
時　
９
月
26
日
㈯　
午
前
９
時
15

分
〜
午
後
５
時　
▼
場
所　
ホ
ル
ト
ホ

ー
ル
大
分　
▼
対
象　
小
学
６
年
生
〜

中
学
３
年
生　
▼
定
員　
15
人
（
先
着

順
）　
▼
申
込
み・問
合
せ　
電
話
で
、８

月
３
日
㈪
か
ら
大
分
大
学
産
学
官
連
携

推
進
機
構（
☎
５
５
４・７
９
８
１
）へ
。

市
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
採
用
試
験

▼一
次
試
験
日　
８
月
30
日
㈰　
▼
場

所　
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分　
▼
募
集
内

容　
総
合
職
１
人　
▼
対
象　
昭
和

61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
４
年
制
大
学
卒
業
者
で
、

社
会
福
祉
士
資
格
保
有
者
（
い
ず
れ
も

見
込
み
を
含
む
）　
▼
申
込
み・問
合
せ　

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
備
え
付
け
の

申
込
書
（
同
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
記
入
し
、
直
接

ま
た
は
郵
送
で
、
８
月
５
日
㈬
〜
15
日

㈯（
消
印
有
効
）に
同
協
議
会（
〒
８
７

②
親
子
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
教
室

▼
日
時　

８
月
８
日
㈯・
22
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時　

▼
内
容　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど　
▼
対
象　

生
後
３
〜
５
か
月
児
と
そ
の
父
母　

▼
定
員　
各
17
組（
先
着
順
）　
▼
持

参
品　
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ

ル
、オ
ム
ツ
シ
ー
ト

☆
場
所　
８
日
㈯
…
ホ
ル
ト
ホ
ー

ル
大
分
、
22
日
㈯
…
稙
田
市
民
行
政

セ
ン
タ
ー　

※
両
教
室
参
加
者
の

交
流
会
あ
り
。

☆
申
込
み　
電
話
で
、
８
月
３
日
㈪

〜
７
日
㈮
に
県
助
産
師
会
（
☎
５
３

４・０
７
５
３
）へ
。

☆
問
合
せ　
子
育
て
支
援
課（
☎
５

３
７・５
６
１
９
）

男
女
共
生
セ
ミ
ナ
ー

「
女
性
の
た
め
の
ぷ
ち
起
業
塾
」

▼
日
時　
９
月
４
日
㈮・７
日
㈪・18
日

㈮（
全
３
回
）　
午
前
10
時
〜
正
午　
▼

講
師　
是
永 

逸
郎
氏（
中
小
企
業
診
断

士
）、小
野 

桃
子
氏（
㈱M

oona cross
代
表
取
締
役
）　
▼
定
員　
20
人（
先
着

順
）　
▼
そ
の
他　
無
料
託
児
あ
り（
定

員
10
人〈
先
着
順
、事
前
予
約
制
〉）

▼
申
込
み・場
所・問
合
せ　
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
申

込
書（
８
月
１
日
㈯
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
直
接
ま
た
は
電
話
、

郵
送
、フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
、８
月

１
日
㈯
～
29
日
㈯
に
同
セ
ン
タ
ー（
〒

８
７
０‒

０
０
２
１　

府
内
町
一
丁

０‒

０
８
３
９　

金
池
南
一
丁
目
５‒

１　
☎
５
４
７・８
１
５
４
）へ
。

自
衛
官
な
ど
の
採
用
試
験

　
採
用
区
分
に
よ
り
受
付
期
間
、
試

験
日
が
異
な
り
ま
す
の
で
、お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。　

▼
問
合
せ　

自

衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
大
分
募
集

案
内
所（
☎
５
４
６・２
１
７
７
）

「
年
金
情
報
流
出
」を
口
実
に
し
た

犯
罪
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
日
本
年
金
機
構
か
ら「
年
金
情
報
流

出
」に
つ
い
て
、電
話
や
メ
ー
ル
を
す
る

こ
と
、
お
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

要
求
す
る
こ
と
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お

願
い
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。　

▼
問
合
せ　
日
本
年
金
機
構
（
☎
０
１

２
０･

８
１
８
２
１
１
）ま
た
は
大
分
年

金
事
務
所（
☎
５
５
２･

１
２
１
１
）

目
５‒

38　

☎
５
７
４・
５
５
７
７　

５
３
７・３
６
６
６　

danjoky
odo@

city.oita.oita.jp

）へ
。

第
７
回
ふ
れ
あ
い
歴
史
体
験
講
座

「
粘
土
は
に
わ
作
り
」

▼
日
時　
８
月
22
日
㈯　
午
前
９
時

30
分
〜
、
午
後
２
時
〜　

▼
定
員　

各
70
人（
先
着
順
）　
▼
受
講
料　
２

３
０
円（
材
料
費
）

▼
申
込
み・
場
所・
問
合
せ　

電
話

で
、
８
月
３
日
㈪
か
ら
歴
史
資
料
館

（
☎
５
４
９・０
８
８
０
）へ
。

海
部
古
墳
資
料
館

「
は
に
わ
作
り
に
挑
戦
」

▼
日
時　
８
月
23
日
㈰　
午
前
10
時

〜
正
午　

▼
対
象　

小
学
生
以
上

（
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
）　
▼
定
員　

30
人（
先
着
順
）　
▼
受
講
料　
２
３

０
円（
材
料
費
）

▼
申
込
み・
場
所・
問
合
せ　

電
話

で
、
８
月
１
日
㈯
～
22
日
㈯
に
海
部

古
墳
資
料
館（
大
字
里　
☎
５
２
４・

２
３
０
０
）へ
。

「
体
幹・シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
」

▼
日
時　
８
月
８
日
、９
月
12
日（
土

曜
日
）　

午
後
５
時
〜
６
時　

▼
場

所　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
５
階　
柔
剣

道
場　
▼
対
象　
18
歳
以
上　
▼
そ

の
他　
動
き
や
す
い
服
装
で
、
タ
オ

ル
、
水
分
補
給
が
で
き
る
も
の
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
（
☎

５
３
８・３
７
０
０
）

情
報
学
習
セ
ン
タ
ー
の
各
種
教
室

（
☎
５
４
５・８
６
１
６
）

①
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
マ
シ
ン
入
門

▼
日
時　
９
月
15
日
㈫・
25
日
㈮・
29

日
㈫
（
全
３
回
）　
午
前
10
時
〜
正
午　

▼
受
講
料　
３
、０
０
０
円

②
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ー
ル
作
り
を

　
始
め
よ
う

▼
日
時　
９
月
19
日
㈯　
午
後
７
時

〜
９
時

☆
対
象　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が

で
き
る
人　
☆
定
員　
各
10
人
（
多

数
時
は
抽
せ
ん
）

☆
申
込
み・問
合
せ　
は
が
き
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
に
、住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
教
室
名
を
記
入

し
、
８
月
21
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
情

報
学
習
セ
ン
タ
ー（
〒
８
７
０‒

０

８
５
１　
大
石
町
一
丁
目
３
組　

５
４
５・
５
０
６
５　

om
c01@

oct-net.ne.jp

）へ
。

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

▼
日
時　
９
月
～
28
年
１
月（
月
２
回

〈
全
10
回
〉・水
曜
日
）　
※
９
月
は
第

２・５
週
、
10
月・11
月・28
年
１
月
は

第
２・４
週
、12
月
は
第
２・３
週　
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　
▼
場
所　

ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
４
階　

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ル
ー
ム　
▼
定
員　
24
人（
多

数
時
は
抽
せ
ん
）　
▼
申
込
み・問
合

せ　
往
復
は
が
き
に
、住
所
、氏
名（
ふ

り
が
な
）、年
齢
、電
話
番
号
、志
望
動

機
を
記
入
し
、８
月
17
日
㈪（
必
着
）ま

で
に
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
〒

８
７
０‒

０
８
３
９　
金
池
南
一
丁
目

５‒

１　
☎
５
４
７・７
４
１
９
）へ
。

中
高
年
か
ら
楽
し
む
カ
ヌ
ー
教
室

▼
日
時　
９
月
19
日
㈯　
午
前
10
時

〜
正
午　
▼
場
所　
ハ
ウ
ス
大
分
川

（
舞
鶴
橋
下
流
）　
▼
対
象　
40
〜
70

歳
代
の
男
女　
▼
定
員　
20
人
（
先

着
順
）　
▼
受
講
料　
３
、０
０
０
円

（
保
険
代
を
含
む
）　

▼
申
込
み・
問

合
せ　
電
話
で
、
８
月
１
日
㈯
〜
９

月
17
日
㈭
に
市
カ
ヌ
ー
協
会
　
藤
原

（
☎
５
４
５・７
６
６
２
）へ
。

赤
十
字
子
育
て

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

▼
日
時　
８
月
21
日
㈮　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時　
▼
対
象　
子
育

て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し

ト
ッ
プ
に
学
ぶ
ビ
ジ
ネ
ス
講
座

▼
日
時　
９
月
16
日
㈬　
午
後
６
時

30
分
〜
８
時
30
分
（
交
流
会
あ
り
）　

▼
講
師　
中
島 

拓
氏（
ジ
ェ
イ
リ
ー

ス
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）　

▼
定
員　

45
人（
先
着
順
）　
▼
受
講
料　
無
料

（
交
流
会
参
加
者
は
３
０
０
円
）

▼
申
込
み・場
所・問
合
せ　
産
業
活

性
化
プ
ラ
ザ
に
備
え
付
け
の
申
込
書

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
可
）に
記
入
し
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
、８
月
１
日
㈯
〜
９
月
11

日
㈮
に
同
プ
ラ
ザ
（
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル

大
分
２
階　

☎
５
７
６・
８
８
７
９　

５
４
４・
３
０
１
１　

plaza-
event@

horutohall.jp

）へ
。

タ
チ
ウ
オ
を
使
っ
た
魚
料
理
教
室

▼
日
時　
８
月
23
日
㈰　
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
１
時　

▼
対
象　

個

人
、団
体
、グ
ル
ー
プ　
▼
定
員　
16

善
意
の
寄
付
が
相
次
い
で
お
り
ま
す
。

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

市
へ

 
ふ
る
さ
と
大
分
市
応
援
寄
附
金 

（
ふ
る
さ
と
納
税
）へ

▼
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
人
の
氏
名
等
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤
志
寄
付

▼
大
分
歌
謡
ス
ク
ー
ル

香
典
返
し
寄
付

大
分
地
区
▼
安
隆
一
（
深
河
内
）
▼
神

品
義
生
（
金
池
南
）
▼
岩
坂
正
法
（
二
又

町
）▼
中
野
美
紀（
青
葉
台
）▼
廣
瀬
英
彦

（
高
尾
台
）▼
田
代
祥
子（
高
城
台
）▼
間

藤
渥
雄（
松
原
町
）▼
高
橋
芳
則（
六
坊
北

町
）▼
佐
藤
輝
明（
机
張
原
）

鶴
崎
地
区
▼
幸
隆
光（
家
島
）▼
得
丸
紀
行

（
鶴
瀬
）▼
坂
口
恭
一（
森
町
）▼
藤
井
峯
彦

（
宮
河
内
ハ
イ
ラ
ン
ド
）▼
児
玉
顕
子（
猪
野
）

大
在
地
区
▼
篠
田
和
代（
曙
台
）

大
南
地
区
▼
佐
藤
忠
生（
河
原
内
）▼
後
藤

宏
一（
中
判
田
）▼
伹
馬
聖
斉（
奥
）▼
石
田

泰
彦（
竹
中
）▼
黒
木
和
子（
判
田
台
東
）

稙
田
地
区
▼
後
藤
重
子（
敷
戸
新
町
）▼
小

林
八
重
子（
ふ
じ
が
丘
）▼
山
村
昭
一（
富

士
見
が
丘
東
）▼
溝
邉
伸
彦（
国
分
）▼
上

枝
弘
樹（
田
尻
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
）

佐
賀
関
地
区
▼
甲
斐
政
信（
志
生
木
）

野
津
原
地
区
▼
松
原
秀
夫（
廻
栖
野
）

市
外
▼
木
下
裕
子（
足
立
区
）

以
上
６
月
17
日
受
付
分
ま
で

東
日
本
大
震
災
へ
の
義
援
金

　
市
役
所
第
２
庁
舎
２
階
福
祉
保
健
課
、

各
支
所
、明
野
出
張
所
に
日
本
赤
十
字
社

の
義
援
金
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
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南大分スポーツパーク 受講生募集
　さわやかスポーツ教室
①初心者バドミントン教室　②初心者卓球教室
日　時　10月８日・15日・29日、11月５日・12日・19日
　　　　（毎週木曜日）　午後７時～９時
③初心者テニス教室
日　時　10月３日・10日・17日・24日・31日、11月７日
　　　　（毎週土曜日）　午後１時～３時
　いきいき健康講座
④初心者トレーニング講座
日　時　10月２日・９日・16日・23日・30日、11月６日
　　　　（毎週金曜日）　午後１時～３時
対　象　�市内に居住または勤務する人（18歳以

上で高校生を除く）
場　所　南大分体育館（③はテニスコート）
定　員　各40人程度（④は20人程度）※多数時は抽せん
受講料　各1,500円（ロッカー代20円、50円が別途必要）
準備物　�ラケット（①②③）、運動のできる服装・室

内シューズ（③は屋外シューズ）、タオル
申込み　�南大分体育館またはスポーツ・健康教育

課（第２庁舎４階）に備え付けの申込書
（市ホームページでダウンロードも可）
に必要事項を記入し、直接または郵送、
ファクスで、８月30日㈰〈必着〉までに
同体育館（〒870-0855　大字豊饒380　

 546-7011）へ。
問 南大分体育館（☎546-7010）

市民図書館（☎576-8241）

『はじめてのキャンプ』
林 明子/作・絵

『とべないほたる』
小沢 昭巳/作　森 寛子/画

市民図書館おすすめの
読みきかせの
ための本

８月は「北方領土返還運動全国強調月間」です　問総務課（☎537-5602）
北方領土問題に対する国民の関心と理解を深め、すそ野の広い国民運動が展開されるよう、設けられました。

大分市の
面積と人口

【６月末日現在】

面　積 502.39㎢ 人　口 478,638人 （住民基本台帳人口）

男 229,914人 女 248,724人 世帯数 213,678世帯
８月
２日～ イベントカレンダー
２
㈰

第11回市民いっせいごみ拾い
問市民協働推進課　☎537-7251

４
㈫

古国府浄水場一般公開� 無料
時間/午前９時30分～午後３時
内容/浄水場見学、水質実験教室
など
場所/古国府浄水場
問水道局経営管理課☎538-2404

8
㈯

さがのせき朝市
時間/午前８時30分
～10時（商品がなく
なり次第終了）
場所/県漁業協同組
合佐賀関支店周辺
問実行委員会☎575-1000
漁師の浜市
時間/午前10時～（商品がなくなり
次第終了）
場所/佐賀関漁港汐見地区
問県漁業協同組合佐賀関支店
☎575-0511
バサジィ大分対
湘南ベルマーレ
時間/午後１時～
場所/べっぷアリーナ
ペルセウス座流星群観察講座

時間/午後６時30分
～７時30分

（雨天・曇天時は映
像による説明）
定員/20人（当日先
着順）

参加料/観覧料（大人420円、高校
生210円、中学生以下は無料）
場所・問関崎海星館☎574-0100
大分トリニータ対
愛媛ＦＣ
時間/午後７時～
場所/大分銀行ドーム

12
㈬

ペルセウス座流星群を見よう！
期間/～13日㈭
時間/午後７時30分～10時

（雨天・曇天時は映像による説明）
参加料・場所・問は上記８日「ペル
セウス座流星群観察講座」と同じ

都合によりお休みさせていただきます。
８月８日㈯　卸売市場「市民感謝デー」
問 市公設地方卸売市場（☎533-3113）

©OITA F.C.

©2015 Oita Sports Project 
Inc. All rights reserved
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場所

場所

賞金、賞状、参加賞あり

「関の鯛つりおどり大会」の申込みはNPO法人さがの
せきまちづくり協議会に備え付けの応募用紙に、「おし
初め大会」の申込みは県漁協佐賀関支店に備え付けの
応募用紙に必要事項を記入し、直接または郵送で、8月
20日㈭〈必着〉までにNPO法人さがのせきまちづくり
協議会「関の鯛つりおどり大会実行委員会」（〒879-
2201　大字佐賀関966番地の5）へ。

佐賀関
市民センター

道の駅
さがのせき

小
島
ト
ン
ネ
ル

県漁協
荷さばき
施設

佐賀関幹部交番

無料駐車場
※佐賀関市民センター・おし初め
大会会場前の駐車場が利用でき
ます。現場の係員の指示に従っ
て利用してください。

お問い合わせ　関の鯛つりおどり大会実行委員会　☎575-2000

９月12日㈯
午後１時「おし初め大会」

午後7時「関の鯛つりおどり大会」

◦関の鯛つりおどり大会

◦おし初め大会

［1 部］懸賞踊りの部	 1チーム 5 人以上
［2 部］一般の部	 1 人から自由に参加可

男子の部／ 1チーム 4 人　女子の部／ 1チーム 2 人

佐賀関漁港内（県漁協荷さばき施設前）

佐賀関市民センター　ふれあい広場
  参加者募集

  申込み

大分市テレビ広報番組

毎週水曜日　OBS大分放送
午後６時55分～７時

８月５日㈬ 夏の星空を満喫！関崎海星館
８月12日㈬ 戦後70年、復興への道のり

特別番組
佐藤樹一郎大分市長　市政インタビュー
「新たな大分市の創造」
８月８日㈯
午後５時～５時15分

※都合により、番組内容は変更になることがあります。

大分市内のケーブルテレビ局でも放送しています。
OCT大分ケーブルテレコム　日・月・火・水
OCN大分ケーブルネットワーク　日・月・火・水
EOS東大分システム　火・水・木・金
※放送時間帯は各局の番組案内をご覧ください。

※左記のケーブルテレビ局でも
　放送します。

市
報
お
お
い
た　
８
月
１
日
号
（
毎
月
１
日
・
15
日
発
行
）

企
画
・
発
行　
大
分
市
企
画
部
広
聴
広
報
課

〒
８
７
０
―
８
５
０
４　
荷
揚
町
２
番
31
号

【
代
表
】☎
５
３
４・６
１
１
１

【
夜
間・休
日
】☎
５
３
４・６
１
１
９

市
報
お
お
い
た
に
掲
載
し
て
い
る
情
報
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　http://w

w
w
.city.oita.oita.jp/

■
携
帯
ア
ド
レ
ス
　http://w

w
w
.i-oita.net/oitatop.cgi

この市報は
再生紙を使用
しています。

第
35
回

漁
師
町
に
伝
わ
る
勇
壮
な
舞

「
鯛
じ
ゃ
い
、
鯛
じ
ゃ
い
♪ 

」

　
威
勢
よ
く
鯛
を
釣
り
上
げ
る
様
子
を
歌
っ
た「
関
の
鯛
つ
り

唄
」に
合
わ
せ
て
勇
壮
な
踊
り
を
繰
り
広
げ
る
「
関
の
鯛

つ
り
お
ど
り
大
会
」。

　
伝
統
の
一本
釣
り
漁
の
豊
漁
を
願
う
こ
の
踊
り
は
、毎
年
威

勢
の
い
い
お
は
や
し
と
と
も
に
披
露
さ
れ
、郷
土
愛
と
伝
統
文

化
を
今
に
継
承
し
て
い
ま
す
。

　
大
会
に
先
立
ち
、昔
な
が
ら
の
櫓ろ

お
し
舟（
和
船
）で
競
走
す

る「
お
し
初
め
大
会
」も
行
わ
れ
ま
す
。

　
青
い
海
で
競
り
合
う
舟
や
、夜
空
の
も
と
繰
り
広
げ
ら
れ
る

唄
と
踊
り
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
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